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研究分野 研究内容のキーワード

臨床栄養 臨床栄養教育, 臨床栄養指導

学位 最終学歴

論文博士(食物栄養), 修士(学術)，学士(福祉臨床) 大阪教育大学大学院教育学研究科健康科学専攻修士課程修了

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.マルチメディア機器を利用した授業方法等 2011年 教科書の他、コンピューター・ビデオ等の視聴覚教材

　 　 の活用、知識の定着確認のための小問題の提案等、理

　 　 解を深める取り組みを行っている

2 作成した教科書、教材
1.はじめて学ぶ　健康・栄養系教科書シリーズ７　臨 2011年10月 臨床栄養学概論を1年次後期あるいは2年次前期で初め

床栄養学概論　病態生理と臨床栄養管理を理解する 　 て学ぶ学生を対象に作成した。図表を多く用いて専門

ために 　 用語も懇切丁寧で平易な文章で記述するよう心がけ

　 　 た。臨床経験豊富な医師並びに管理栄養士らによる編

　 　 著である。

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.短期大学部食生活学科の担任業務 2012年4月1日2019年3月31日 担任業務を介して学生支援を行った。担任は2013・

　 　 2015・2018年度の3回行った。特に、2015・2018年度は

　 　 担任団代表を務めた。さらに2018年度は産休教員担任

　 　 クラスを含む2クラスを担任し修学支援、キャリア支

　 　 援、授業外における学生支援を行った。

4 その他
　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.生活習慣病改善指導士 2014年02月から2019年3月 本資格は肥満に関連する生活習慣病改善のための指導

　 　 を行うにあたり専門的知識および技術を有する者に与

　 　 えられる資格で、日本肥満学会が認定するものである

2.日本病態栄養専門師 2001年4月から2011年3月 本資格は病態栄養管理を行うにあたり専門的知識およ

　 　 び技術を有する者に与えられる資格で、日本病態栄養

　 　 学会が認定するものである

3.日本糖尿病療養指導士 2000年4月から2015年3月 本資格は糖尿病の臨床における生活指導のエキスパー

　 　 トであると認められた者に認定される資格であり、日

　 　 本糖尿病療養指導認定機構が認定するものである

4.管理栄養士 1976年11月から現在 本資格は傷病者に対する療養のための必要な栄養指導

　 　 を行い、病院等において特定多数人に対して継続的に

　 　 特別の配慮を必要とする給食管理及び患者の栄養管理

　 　 を行うことを業とする者に与えられる医療系の国家資

　 　 格である

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.高校への出前授業 2010年4月1日〜現在 臨床現場における管理栄養士の実務経験を活かし、要

　 　 請に応じて高校への出前授業を行っている。

4 その他
1.2022学内レシピコンテスト開催 2022年5月1日募集からコン 食物栄養学科2・3年生、食創造科学科2・3年生を対象

　 テスト実施まで2022年9月3 に「美味しい、バランスの良い手作りごはんで、健康

　 日 寿命を延ばそう！」を主題に、20-30歳代の女性が抱え

　 　 る美肌・美髪、便秘等の健康問題学や、伝承すべき行

　 　 事食等をテーマに取り込んだ。16名の学生が応募し

　 　 た。実際に調理された作品の出来栄えを評価する第一

　 　 次審査会と作品の写真を取り込んだポスター発表によ

　 　 る第二次審査会を実施した。最優秀賞や優秀賞の他、

　 　 ティーケーシン賞には2作品が選ばれ、同社が2023年春

　 　 季に冷凍弁当として商品化する予定となった。
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

4 その他
2.認知症予防教室における栄養講座の実施 2021年10月2022年10月 栄養科学研究所主催で、鳴松会関係者ら16名を対象

　 　 に、科学的に効果が期待される認知症予防教室（以下

　 　 教室）が、2021年10月から毎週月曜日の午前を使って

　 　 全25回開催された。教室は毎回軽運動と、栄養あるい

　 　 は音楽、看護、心理領域の各学科からの専門スタッフ

　 　 によるグループコミュニケーションで構成されてい

　 　 る。栄養講座では、血管リスク管理に主眼を置き、高

　 　 血圧予防を視野に入れた減塩、糖尿病予防を目指す減

　 　 糖分、動脈硬化リスクを回避する減脂肪等について栄

　 　 養教育した。現在、第1・2期生を対象に引き続き継続

　 　 実施し、次年度以降も開催される予定である。

3.2021学内レシピコンテスト開催 2021年9月1日募集からコン 食物栄養学科3年生を対象に「美味しい、バランスの良

　 テスト実施まで2022年1月8 い手作りごはんで、健康寿命を延ばそう！」をテーマ

　 日 に、学内レシピコンテストを開催。地元西宮の食品製

　 　 造会社（株）ティーケーシンとのコラボ企画によるプ

　 　 ロジェクト。30名の学生が応募した。普通食と普通食

　 　 から展開した治療食の2種類を考案する決まり。作品の

　 　 写真を取り込んだポスター発表による審査会とした。

　 　 優秀作品のうちティーケーシン賞の2作品は同社が商品

　 　 化し、2022年夏季に冷凍弁当として発売された。考案

　 　 されたレシピは認知症予防教室の栄養講座でも教材の

　 　 一つとして活用された。

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.食品と科学　健康を 単 2022年12月 （株）食品と科学 2021年9月から、食品製造会社と女子総合大学とが産学連携して認知

考えた冷凍弁当の開 　 20日 社　編集、食品と 症対策を視野に入れた生活習慣病の予防につながる冷凍弁当を開発

発：認知症対策を視 　 　 科学1月号 し、2022年8月の販売に至った経緯を事例として紹介した。

野に入れた生活習慣 　 　 　 　

病の予防に向けて産 　 　 　 　

学連携で取り組む 　 　 　 　

2.DM Ensemble 第47号 単 2022年5月 （株）日経メディ 高齢糖尿病患者が増加する現状では、血糖管理だけではなくフレイ

（Vol.11 No,1 / 　 　 カル開発 ルへの対策が重要な課題となっている。糖尿病はフレイルをきたし

2022年5月号） 　 　 　 やすい疾患であり、身体活動の低下や低栄養、高血糖・低血糖、合

　 　 　 　 併症などがその要因として挙げられる。この特集では、高齢糖尿病

　 　 　 　 患者における食事面からのフレイル対策について、管理栄養士の立

　 　 　 　 場から言及する。

3.第4回 食物アレル 共 2019年3月 第4回 食物アレル 第4回食物アレルギー対応食 料理コンテスト【学生の部】におい

ギー対応食 料理コン 　 17日 ギー対応食 料理コ て、チーム福田研究室の作品『かんぴょうdeアップルパイ』が審査

テスト2018 　 　 ンテスト 事務局 委員特別賞を受賞した

　 　 　 【主催】公益財団 　

　 　 　 法人ニッポンハム 　

　 　 　 食の未来財団 【後 　

　 　 　 援】厚生労働省・ 　

　 　 　 農林水産省 【運営 　

　 　 　 協力】女子栄養大 　

　 　 　 学出版部 　

4.Nutrition Care 第 共 2018年01月 （株）メディカ出 編集委員長：東邦大学医療センター大森病院 鷺澤尚宏先生

11巻2号 特集企画 疾 　 　 版 管理栄養士1〜3年目の読者対象、栄養管理・指導を行う際に必要な重

患別栄養指導 押さえ 　 　 　 要点と工夫・テクニックについて理解し、どのように栄養指導にい

るポイントと患者に 　 　 　 かすのか、スキルを身につけてもらうことを目的に企画されたも

伝えるワザ　 「食物 　 　 　 の。『食物アレルギー患者（家族）の栄養指導』の項目を執筆。

アレルギー患者（家 　 　 　 　

族）の栄養指導」 　 　 　 　

5.Nutrition Care 9巻 共 2016年02月 （株）メディカ出 監修：新古賀病院副院長 糖尿病センター長　川崎英二先生

4号 特集企画 ナゾ解 　 　 版 管理栄養士1〜3年目の読者対象、栄養管理・指導を行う際に必要な生

き生化学おもしろ講 　 　 　 化学の基礎知識、栄養素のはたらきとそのとりかたについて理解

座 イラストでわかる 　 　 　 し、どのように臨床栄養管理にいかすのか、スキルをみにつけても
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
ビタミンとミネラル 　 　 　 らうことを目的に企画されたもの。『葉酸・ビタミンB12・ビタミン

のはたらき　 「葉 　 　 　 C』の部分を執筆。

酸・ビタミンB12・ビ 　 　 　 　

タミンC」 　 　 　 　

6.イラストで生化学が 共 2015年2月 （株）メディカ出 監修：長崎みなとメディカルセンター市民病院　糖尿病・代謝内科

スイスイわかる　栄 　 　 版 診療部長・研究開発センター長　川崎英二先生

養素のはたらきと栄 　 　 　 管理栄養士1〜3年目の読者対象、栄養管理・指導を行う際に必要な生

養のとりかた 「3. 　 　 　 化学の基礎知識、栄養素のはたらきとそのとりかたについて理解

たんぱく質」 　 　 　 し、どのように臨床栄養管理にいかすのか、スキルをみにつけても

　 　 　 　 らうことを目的に企画されたもの。3「たんぱく質』の部分を執筆。

7.栄養管理＆栄養指導 共 2014年10月 （株）メディカ出 監修：川崎英二（長崎大学病院）、主要な共著者：花田浩和（長崎

にいかす基準値と異 　 　 版 大学病院）　管理栄養士1〜3年目の読者対象、栄養管理・指導を行う

常値で病態を見きわ 　 　 　 際に必要な疾患の知識取得と、疾患ごとにどのような検査値に注目

める　検査値　読み 　 　 　 すればよいか、そしてそれらをいかに読み解き、どのように栄養ｱｾ

解き力UPブック 　 　 　 ｽﾒﾝﾄ・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞや指導にいかすのか、というスキルをみにつけてもら

　 　 　 　 うことを目的に企画されたもの。第4章「血液生化学検査『ALP、

　 　 　 　 LDH、CK、AMY、LIP』の部分を大阪府立成人病センター臨床検査科主

　 　 　 　 任部長と共に執筆。

8.高齢者の糖尿病と栄 共 2014年06月 フジメディカル出 監修：雨海照祥、葛谷雅文、中島弘　編集：福田也寸子　高齢糖尿

養　合併する疾患ご 　 01日 版 病患者における栄養ケアについて、合併する疾患ごとに病態の特徴

との栄養ケア 　 　 　 と栄養ケアを各領域の専門医と管理栄養士の立場から執筆されたも

　 　 　 　 のを編集した（執筆者40名）。総論「高齢糖尿病患者の合併症と栄

　 　 　 　 養食事指導」、各論「痛風・高尿酸血症」、「膵疾患」の栄養ケア

　 　 　 　 の実際について執筆した。

9.はじめて学ぶ健康・ 共 2011年10月 （株）化学同人 秋山栄一，位田忍，鞍田三貴，鈴木一永，高岸和子，福田也寸子，

栄養系教科書シリー 　 　 　 古澤通生，蓬田健太郎

ズ7　臨床栄養学概論 　 　 　 臨床栄養学概論を1年次後期あるいは2年次前期で初めて学ぶ学生を

　病態生理と臨床栄 　 　 　 対象に作成した。図表を多く用いて専門用語も懇切丁寧で平易な文

養管理を理解するた 　 　 　 章で記述するよう心がけた。臨床経験豊富な医師並びに管理栄養士

めに 　 　 　 らによる編著である。

10.お家ごはんは楽しく 単 2011年04月 財団法人大阪成人

美味しく　〜糖尿病だ 　 　 病予防協会発行 大阪府立成人病センター糖尿病教室実践編で提供してきた創作糖尿

からできる気づかい 　 　 　 病食のレシピ225編を編集した

〜 　 　 　 　

11.ニュートリションケ 共 2010年11月 メディカ出版株式 独立行政法人　国立病院機構　京都医療センター　臨床研究セン

ア　2010年　秋季増 　 　 会社 ター　予防医学研究室　室長　坂根直樹　編

刊　Nutrition Care 　 　 　 疾患別・患者タイプ別の臨床栄養指導についての解説を編集したも

　会話形式で学んで 　 　 　 の．第1章「これからの管理栄養士に求められる栄養指導ニュースタ

即実践「疾患別　患 　 　 　 イル」、第2章「NGワード・OKワードでわかる患者タイプ別栄養指導

者タイプ別　栄養指 　 　 　 レッスン」、第3章「会話形式でわかる疾患別栄養指導レッスン」、

導レッスン」 　 　 　 第4章「ポイント別でわかる栄養指導レッスン」で構成されており、

　 　 　 　 第4章「ポイント別でわかる栄養指導レッスン」のうち、「高尿酸血

　 　 　 　 症」について執筆した．

12.がんを治すチカラ 共 2009年09月 毎日新聞社 大阪府立成人病センター堀　正二総長他多数

　 　 　 　 2007年から毎日新聞に連載された「がん50話シリーズ」の計150話分

　 　 　 　 の単行本用として改編されたもの.ドクターとコメディカル（看護

　 　 　 　 師,薬剤師,臨床検査技師,管理栄養士,診療現場の技師など）が執

　 　 　 　 筆.「化学療法中でも食べやすい食事」の項目を担当した.入院中の

　 　 　 　 栄養支援として入院食に提供している「コーンスープの寒天寄せ

　 　 　 　 （NSTゼリー）」や,「鶏ささみ肉のムース仕立て（NSTムース）」に

　 　 　 　 ついても紹介した.

13.がん患者の糖尿病治 共 2005年05月 日本医療情報出版 中島　弘,福田也寸子

療 　 　 社　月刊がん がん専門病院における糖尿病療養について概説.合併率の高い糖尿病

　 　 　 「もっといい日」 の診療環境を病院横断的な機能として充実を図っている.「閉じた輪

　 　 　 　 のシステム」の特徴は外来を中心として,がんのような生命予後に関

　 　 　 　 わる基礎疾患を有する患者が自身の意思とペースでメディカル・コ

　 　 　 　 メディカル間を何度でも巡り,巡りながら療養の達成度・完成度を高

　 　 　 　 めていき自分へのケアを進めるところにある.患者からみて輪が閉じ

　 　 　 　 た全人的な療養が巡らされている.
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
14.第3回透析食・レシピ 　 2011〜2013年バイエル薬品 研究室ゼミ生を対象に臨床栄養学課外実習の一環として透析食の考

コンテスト 教育部門 　 度 （株）主催　全国 案を指導した。結果、2010年度の第3回では準グランプリ（グランプ

準グランプリ受賞 　 　 透析食レシピ・コ リ該当者なし）受賞、2011年度から2013年度は3年連続してグランプ

（グランプリ該当者 　 　 ンテスト　教育部 リを獲得した

なし）、第4･5･6回透 　 　 門（管理栄養士・ 　

析食・レシピコンテ 　 　 栄養士養成校へ通 　

スト 教育部門 グラ 　 　 う学生が対象）審 　

ンプリ受賞 　 　 査委員は腎臓病専 　

　 　 　 門医、全国腎友会 　

　 　 　 会長大学教授、大 　

　 　 　 学講師（管理栄養 　

　 　 　 士） 　

15.第1回 チャレンジ！ 　 　 主催：公社 日本糖 研究室ゼミ生を対象に臨床栄養学課外実習の一環として糖尿病食の

糖尿病いきいきレシ 　 　 尿病協会 考案を指導した。結果、2014年第1回では「お弁当部門」において優

ピ・コンテスト お弁 　 　 　 秀賞受賞、2015年第2回では「朝食部門」において第1次予選を通過

当部門 優秀賞受賞 　 　 　 してベスト3位に残り第2次予選へ進出、2018年第5回では「朝食部

第2回 チャレンジ！ 　 　 　 門」において第1次予選を通過し審査委員奨励賞を受賞した。

糖尿病いきいきレシ 　 　 　 　

ピ・コンテスト 朝食 　 　 　 　

部門 ベスト3位入賞 　 　 　 　

　第5回 チャレン 　 　 　 　

ジ！糖尿病いきいき 　 　 　 　

レシピ・コンテスト 　 　 　 　

朝食部門 審査委員 　 　 　 　

奨励賞受賞 　 　 　 　

2 学位論文
1.実地医療の現場にお 単 2018年03月 武庫川女子大学大 糖尿病・がん患者及び食物アレルギー児を持つ家族（患児の母親）

ける栄養管理の意義 　 　 学院（論文博士） に対して実践してきた栄養支援に着目し、実地医療(臨床)における

と管理栄養士が果た 　 　 　 栄養管理の意義と管理栄養士が果たす役割を検討した。要因分析で

す役割についての検 　 　 　 は、病態別エネルギー産生栄養素比率の分析に立脚し、科学的な栄

証 ―病態別エネル 　 　 　 養評価・検証の繰り返しを行い、その結果に基づく栄養支援を提

ギー産生栄養素比率 　 　 　 案・検証したものである。

の分析の意義― 　 　 　 　

2.2型糖尿病患者におけ 単 2014年3月 大阪教育大学大学 3年間の縦断的管理の中で定期的に反復栄養指導を実施し得た2型糖

る反復療養指導効果 　 26日 院教育学研究科 尿病患者15名と他の一般的経過を経た17名の比較を介して個別反復

の検証と同効果に影 　 　 （修士課程） 療養指導の短・長期効果を群内・間で検証し療養効果に影響を与え

響を与える食習慣因 　 　 　 る食習慣因子を探索。反復療養指導は短・長期において血糖・脂

子の探索 　 　 　 質・体重管理に有用。食習慣因子は夕食依存と嗜好品依存がともに

　 　 　 　 大きい場合の方が夕食依存のみの場合より改善効果が表れ難いが、

　 　 　 　 単一因子のみであってもそれが改善することで返って代償機転で気

　 　 　 　 付かないうちに嗜好品依存が増す場合があるので食習慣全般に着目

　 　 　 　 した栄養指導が必要

3 学術論文
1.Positive 共 2023年6月 Journal of Yasuko Fukuda et al. ケアミックス医療が提供されている小規模病

correlation 　 　 Clinical 院に入院する高齢慢性期患者51人(77.7±9.5 歳;男性 36人,女性15

between changes in 　 　 Medicine 人)を対象に、病院の食事内容から得られる栄養学的解釈による栄養

serum albumin 　 　 Research. 2023; 摂取量と実際の栄養摂取量との類似性についてコサイン類似度を計

levels and 　 　 15(6): 321-327. 算して検討した。認識の高い群を構成する因子のうち、性別は有意

breakfast non- 　 　 Doi: https:// な因子であり、女性患者が多かった(P=0.014).

protein calorie/ 　 　 doi.org/10.14740 　

nitrogen ratio in 　 　 /jocmr4961 　

geriatric patients 　 　 　 　

（査読付） 　 　 　 　

2.Positive 共 2023年3月 Journal of Yasuko Fukuda et al. ケアミックス医療が提供されている小規模病

correlation 　 　 Clinical 院に入院する高齢慢性期患者36人(81.7±7.7 歳;男性 20人,女性16

between changes in 　 　 Medicine 人)を対象に、摂取栄養量と血清アルブミン値の改善状況を検討した

serum albumin 　 　 Research. 2023; ところ、朝食は許容範囲で非たんぱく質エネルギー摂取量を高める

levels and 　 　 15(2): 109-115. 有用性が明らかにされた。

breakfast non- 　 　 Doi: https:// 　
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3 学術論文
protein calorie/ 　 　 doi.org/10.14740 　

nitrogen ratio in 　 　 /jocmr4848 　

geriatric patients 　 　 　 　

（査読付） 　 　 　 　

3.Nutritional Intake 共 2021年6月 Journal of Yasuko Fukuda et al. 高齢慢性期患者52人(79.7±8.7歳)を対象

by Meal Time Zone 　 　 Clinical に、朝昼夕別の入院食摂取栄養量を1日摂取量に対する比率に換算

in Geriatric 　 　 Medicine し、主成分因子を算出して血清アルブミン値との関係について検討

Patients Is 　 　 Research. 2021; した。血清アルブミン値の高値者に特徴づけられる、昼食のエネル

Related to 　 　 13(6): 334-342. ギー・たんぱく質・脂質の摂取%が正相関、夕食のエネルギー・炭水

Nutritional 　 　 Doi: https:// 化物の摂取%が負相関という食事区分別の摂取量は、血清アルブミン

Assessment Index(査 　 　 doi.org/10.14740 合成にポジティブに関与している可能性が示された。

読付) 　 　 /jocmr4524 　

4.Influence of 共 2020年11月 Journal of Yasuko Fukuda, Mina Kohara, Asami Hatakeyama , Mikako Ochi ,

Geriatric 　 　 Clinical Masanobu Nakai.高齢患者の退院先の選択に影響を与える栄養要因

Patients’ Food 　 　 Medicine を検討することを目的に,小規模ケアミックス病院に入院し経口から

Preferences on the 　 　 Research.2020;12 栄養補給している患者65人(80.0±8.2歳,男性31人,女性34人)を対象

Selection of 　 　 (11):705-710.doi に,属性,臨床検査値,入院食の摂取状況(非タンパク質カロリー/窒素

Discharge 　 　 :https://doi.org ：NPC / N)を遡及調査し,退院先施設(医療系か介護系)を従属変数と

Destination(査読 　 　 /10.14740/ し,独立変数に属性,臨床検査値,NPC/N等を投入してロジスティック

付) 　 　 jocmr4337 回帰分析した．退院先が医療系施設であった患者に関与する要因と

　 　 　 　 して,継続的な入院加療の必要性のほか,男性,長い在院日数,血清

　 　 　 　 Albの担保,eGFRの低値,NPC/Nの低い入院食の摂取である可能性が示

　 　 　 　 された.

5.A study of dietary 共 2020年04月 Journal of Fukuda,Y., Yamamoto, S., Hatakeyama, A., Nishida, K.,

and BMI changes 　 　 Nutritional Kameda, M..

over time in 　 　 Science and 2013〜2016年に食事調査を実施した母親146人を対象に、2018年に追

mothers of 　 　 Vitaminology.　 跡調査を行い、初回に児に卵禁止があった母親120人について、2回

children with food 　 　 2020, 66(2);119- 目調査時も児に卵禁止が継続している98人と、解除になった22人に

allergies(査読付) 　 　 121.DOI https:// 群化し比較した。卵類摂取量は有意(P0.01)に増加し、児に卵禁止

　 　 　 doi.org/10.3177/ が継続している場合においても有意に増加していた(中央値：7.7g/

　 　 　 jnsv.66.119 1,000kcal→11.1 g/1,000kcal、P=0.017)。経年により食物ｱﾚﾙｷﾞｰへ

　 　 　 　 の認識がより適正化し、これまで制限していた食品の摂取量が増加

　 　 　 　 したと考えられた。

6.Association 共 2019年11月 Journal of Yasuko Fukuda, Shumi Yamamoto, Makoto Kameda.食物アレルギー

Between Lifestyle 　 　 Clinical (FA)を持つ児の母親(FA母親)における食生活並びに身体活動の特性

Characteristics 　 　 Medicine を検討しBMIへの影響を明らかにするために、FA・気管支喘息(BA)・

and Body Mass 　 　 Research.2019;11 アトピー性皮膚炎(AD)を持つ児の母親69人を対象に食事・身体活動

Index of Mothers 　 　 (12):780-788 . 量(3軸加速度計使用)の調査を行い重回帰分析した結果、FA母親の

of Children With 　 　 doi:https://doi. BMI低値には、穀類摂取の減・菓子類摂取の増、長時間にわたる低・

Allergic Diseases 　 　 org/10.14740/ 中強度の身体活動とその継続実施が関与している可能性が示され

(査読付) 　 　 jocmr3976 た。

7.Assessment of the 共 2019年09月 Journal of Yasuko Fukuda, Makoto Kameda.

Correlation 　 　 Clinical 食物アレルギー児(FA児：6.5±2.5歳)とFA母親の41組(FA群)、およ

between Mother and 　 　 Medicine び食物アレルギ－を持たない児(N児：7.0±2.7歳)とN母親の37組(N

Child Body Mass 　 　 Research.2019;11 群)を対象に、母児のBMI、母児間の食事内容の相関性を対比比較

Index and Mother 　 　 (10):703-710. し、FA母親のBMIに影響を与える要因を検討した。BMIは、児では両

and Child Diet in 　 　 doi:https://doi. 群に差は無く、母親ではFA群の方がN群より有意に小さかった。FA母

Children with Food 　 　 org/10.14740/ 親のBMI低値には、FA児とは異なる内容の代替食、菓子類摂取の食習

Allergies(査読付) 　 　 jocmr3959 慣、代替食品の使用が関与している可能性が示された。

8.Analysis of 共 2019年07月 Journal of Yasuko Fukuda, Yumi Umenob, Yuko Taniguchic, Satoko

Dietary Factors 　 　 Clinical Marukawa, Hiroko Kurihara, Hiromu Nakajima, Tomoyuki

Affecting Body 　 　 Medicine Yamasaki　高齢者のBMIに関係する食生活上の因子を見出すために、

Mass Index in the 　 　 Research.2019; 疾病群とその他の群を対比し、さらにBMI管理目標値をROC解析法を

Elderly Patients 　 　 11(8): 563-571. 用いて探索した。高齢2型糖尿病患者60人と、自治体の健康教室に参

with Type 2 　 　 doi: https:// 加した一般の高齢者66人を対象とした。糖尿病群ではBMIと血糖等に

Diabetes Mellitus 　 　 doi.org/10.14740 正の関係(全てP0.05)、油脂類に負の関係、健康教室群ではBMIと握

(査読付) 　 　 /jocmr3893 力・第6主成分(正の重みは菓子類)・調味料類に正の関係(全てP0.

　 　 　 　 05)がみられた。群ごとにBMIに関係する食生活上の因子が導出され

　 　 　 　 得ることが示され、BMIカットオフ値は、本被験者集団では基準上限
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　 　 　 　 付近あるいはやや高めの値が示唆された。

9.A study on the 共 2019年02月 Asian Pac J Yasuko Fukuda,Shumi Yamamoto,Kyoko Nishida,Yuri Takaoka,

effect of nutrient 　 　 Allergy Immunol. Makoto Kameda.

intake on the 　 　 2019 Apr 23. 食物アレルギー児をもつ母親305人(FA群：38.4(±5.1)歳)と、食物

body mass index of 　 　 DOI 10.12932/AP- アレルギーをもたない児の母親249人(N群：37.7(±5.5)歳)の合計

mothers of 　 　 260718-0377. 554人を対象に食事調査をした結果から食事パターンを抽出し、BMI

children with food 　 　 　 と栄養素の関係を検討した。さらにFA群において児が保有する三大

allergies(査読付) 　 　 　 原因食品(卵・乳・小麦)を1個以下保有する181人と、2個以上保有す

　 　 　 　 る124人に2群化し、栄養素等摂取量を比較した。BMI はFA群の方が

　 　 　 　 N群より有意に小さく(20.7 vs. 21.4 kg/㎡, P=0.007)、BMIと植物

　 　 　 　 性たんぱく質摂取量に有意な負の関係性があった(P＜0.001)。植物

　 　 　 　 性たんぱく質摂取量は三大原因食品を2個以上保有する群の方が多い

　 　 　 　 傾向にあった(P=0.074)。

10.Relationship 共 2018年05月 Journal of Fukuda, Y., Yamamoto, S., Taniguchi,　Y., Marukawa, S.,

between Food- 　 　 Nutritional Kurihara, H., Nakajima, H., Yamasaki, T..

Intake Trends and 　 　 Science and 高齢2型糖尿病患者における食事療養状況の分析を行い，野菜や果実

Estimated 　 　 Vitaminology. 類の摂取傾向がeGFRへ及ぼす影響について検討する．過去に病院ス

Glomerular 　 　 2018, 64(6); 425 タッフによる糖尿病療養教育を履修し，その後も通院中の2型糖尿病

Filtration Rate in 　 　 -431.DOI https:/ 患者59名(平均70.1±7.8歳)を対象に，食事療養の現状を評価するた

Elderly Patients 　 　 /doi.org/10.3177 めに血液データ・食事調査を実施した．血液データと主成分因子の

with Type 2 　 　 /jnsv.64.425 関係では， eGFRに対し第6主成分（正の重みに果実）が負の規定因

Diabetes Mellitus 　 　 　 子 (P=0.010)であった．eGFRと関係する摂取食品群の分析結果で

(査読付) 　 　 　 は，緑黄色野菜が正，果実類が負の規定因子であった(ともにP0.

　 　 　 　 05)．緑黄色野菜や果実類の摂取に依存性がみられた食事パターン

　 　 　 　 は，eGFRにそれぞれ正や負の方向で影響を及ぼす可能性が示され

　 　 　 　 た．

11.食物アレルギー児を 共 2015年05月 日本小児難治喘 福田也寸子、高木絢加、山本周美、中島理恵、西田京子、高岡有

もつ母親自身におけ 　 　 息・アレルギー疾 理、亀田　誠、土居　悟　食物アレルギー児をもつ母親自身の栄養

る栄養素等の摂取状 　 　 患学会誌, 13(1): 素等摂取状況とQOLに関する検討を行ったところ、栄養素等摂取状況

況とQOLに関する検討 　 　 19-27. 2015 では食物アレルギー児をもつ母親55名（FA群）と、食物アレルギー

（査読付） 　 　 　 児をもたない母親47名（N群）の間で差がなかったが、FA群内で三大

　 　 　 　 原因食品を複合してもつ場合では、その母親のBody Mass Indexは低

　 　 　 　 く、代替食の使用が多い等調理に手間をかけている母親ほどQOLが低

　 　 　 　 かったことより、母親の心的負担を軽減させる除去食療法の支援の

　 　 　 　 必要性が示唆された。

12.臨床栄養学教育に患 単 2015年03月 武庫川女子大学紀 既存の臨床栄養学実習に不足している部分の補完として、ペイシェ

者の視点に立った倫 　 　 要（自然科学 ント・インサイトの観点を主眼にした実習を2011年度から2013年度

理観育成をいかに組 　 　 編），62，1-8 の間に、食物栄養学科4回生14名（2011年度3名、2012年度6名、

み込むかについての 　 　 （2014） 2013年度5名）ゼミ生を対象に透析クリニック（大阪市）において実

試み ‐透析クリニッ 　 　 　 施した。患者との面談を介して考案した透析食について外部評価を

クでの課外実習、透 　 　 　 受検したところ、3年連続最高賞を受賞した。学生のモチベーション

析食考案から レシ 　 　 　 はより高まり、将来へのイメージ育成にもつながった。

ピ・コンテスト受賞 　 　 　 臨床栄養学の学習に患者の視点を取り入れた教育法は、学生の意識

までの体験学習を通 　 　 　 改革だけでなく、学生のモチベーションと将来へのイメージ育成を

して‐（査読付） 　 　 　 図り、医療者育成プログラムの試案として妥当性が証明されるもの

　 　 　 　 と考える。

13.コミュニティ再編に 単 2012年03月 武庫川女子大紀要 食には心身両面の健康に寄与する役割がある。さらに食事を一緒に

果たす食育の役割と 　 　 （人文・社会科 とることで、人とのつながりが生まれ共感的コミュニケーションか

意義（査読付） 　 　 学）,60.107-114 ら社会性の活性化が期待できる。食がもつ機能を、地域におけるコ

　 　 　 （2012） ミュニティ再編の側方支援として活かし、暮らしの管理と地域社会

　 　 　 　 への参加を連動させていけば、食育の意義が深まるうえに、コミュ

　 　 　 　 ニティの再編にも役立つ。臨床において糖尿病療養教育にコミュニ

　 　 　 　 ティ型の環境下を構築し療養指導を実践した結果、患者の療養成果

　 　 　 　 は維持され、スタッフにおいては向学心や勉学心が向上するという

　 　 　 　 効果を得た例があるので、コミュニティ再編に果たす食の役割と意

　 　 　 　 義、食育の機能を活用したしくみ作りや方法を考察した。

14.がん専門病院への 共 2008年05月 日本病態栄養学会 福田也寸子,井上奈美,竹山公美子,並川あい,奥村友香,笹隈富治子,

NSTの提言：集学的治 　 　 誌，11(4):365- 森川圭子,鳥越綾子,吉岡知美,青木厚子,下辻恒久,中　紀文,冨田晃

療への貢献を目指し 　 　 375，2008 司,中島　弘,山崎知行,矢野雅彦
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てチーム医療で取り 　 　 　 当院NSTは2004年5月に既存の糖尿病療養指導環境を母体に稼働し

組む(査読付） 　 　 　 た.次にNST運営部会を設置し,消化器外科医が代表のチームを編成

　 　 　 　 し,消化器外科と耳鼻咽喉科病棟を運用病棟にして初期活動を行っ

　 　 　 　 た.2005年度に院内栄養管理体制を構築し全科型で活動した.食道が

　 　 　 　 ん手術後介入症例では体重減少が有意に少ない等の成果を得た.高度

　 　 　 　 専門病院でのNST組織化は横断的業務の優先度を精査した段階的な整

　 　 　 　 備が推奨される.

15.メタボリックシンド 共 2008年05月 日本病態栄養学会 福田也寸子,竹山公美子,井上奈美,中村幸子,笹隈富治子,冨田晃司,

ロームを有する糖尿 　 　 誌，11(4):357- 中島　弘,山﨑知行,飯石浩康,淡田修久

病患者における循環 　 　 364，2008 循環器疾患並びに糖尿病に係る療養指導教室へ参加した患者の冠動

器疾患対策を視野に 　 　 　 脈硬化病変の既往と危険因子保有数の関係を検討した.冠動脈硬化病

入れた食事療法の考 　 　 　 変は肥満や高脂血症,高血圧などの危険因子保有数の多い患者及びメ

え方への提言(査読 　 　 　 タボリックシンドロームを有する糖尿病患者に有意に多発する傾向

付） 　 　 　 があった.メタボリックシンドロームを有する糖尿病患者の食後血糖

　 　 　 　 上昇の検討では蛋白質と脂質の量比に配慮した栄養組成の重要性が

　 　 　 　 示唆された.

16.高齢患者の体験実食 共 2004年5月 日本病態栄養学会 福田也寸子，竹内充代，中島　弘

型糖尿病教室参加が 　 　 誌，7(2):135- 当院体験実食型糖尿病教室参加の2型糖尿病患者対象。参加と糖尿病

もたらす効果につい 　 　 142，2004 食の栄養組成がもたらす糖代謝改善効果について検証。参加による

て（査読付） 　 　 　 改善効果は65歳以上の複数回参加群でHbA1c値が有意に低下した。糖

　 　 　 　 代謝改善効果は食品交換表配分内で蛋白・アルギニン量に差をつけ

　 　 　 　 た2種のテストミールを調製し健常人の食後インスリン分泌・糖尿病

　 　 　 　 食摂取前後の血糖上昇で評価したところ食事療法治療群で効果がみ

　 　 　 　 られた。この反応の他治療群との違いは膵インスリン分泌予備能の

　 　 　 　 差と考えられた。

その他
１．学会ゲストスピーカー

1.医療通訳士スキル 単 2021年3月 一般社団法人 臨床 医療通訳士約30名に対し、栄養学に関する基礎知識として、

アップクラス 　 27日 医工情報学コン Nutrition Support Team活動を含めた臨床栄養管理、管理栄養士の

　 　 　 ソーシアム関西 役割、外国の方が入院された場合を想定した栄養指導や入院食につ

　 　 　 　 いて講義した。

2.中食メニュー開発と 単 2018年06月 第16回日本予防医 地域のトレンドリーダーである、株式会社大丸デパート・地下食料

疾病予防ーデパ地下 　 17日 学会学術総会 予防 品売り場のプロフェッショナルと本学科がコラボレーションにより

と大学とのコラボ 　 　 医学指導士講習会 商品開発を共同で行う企画に取り組み、従来の中食に栄養的価値を

レーションからー 　 　 市民公開講座 付加し、生活習慣病など疾病予防を視野に入れたメニューの考案、

　 　 　 　 商品化、販売という産学連携の実践活動について講演した。

3.忠岡町国民健康保険 単 2017年10月 主催：大阪府国民 大阪府国民健康保険団体連合会及び忠岡町の依頼を受けて行う講演

糖尿病性腎症重症化 　 03日 健康保険団体連合 会である。忠岡町に在住する糖尿病患者を対象とし、糖尿病性腎症

予防事業 健康講座 　 　 会、大阪府泉北郡 重症化予防を目的に、演題名「糖尿病だからできる食への気づかい

　 　 　 忠岡町 ；合併症の発症・進行を抑える食事療法のコツ」について講演し

　 　 　 　 た。

4.生活習慣病を寄せ付 単 2017年04月 第33回日本臨床皮 健康美肌作りに役立つ栄養素及び食習慣は生活習慣病を寄せ付けな

けず健康美肌作りに 　 23日 膚科医会総会・臨 い食事に通じることから、高血圧症や動脈硬化症、糖尿病治療のた

も役立つお食事のコ 　 　 床学術大会 市民健 めの食事療法ガイドラインとして示されている要点を普段の献立作

ツ！ 　 　 康講座 りに生かすコツとぢて講演した。

5.食物アレルギーを持 単 2017年04月 科研費　基盤研究 上記の題名で科研費を取得した。

つ児の家族(主に母 　 〜 C　(2017〜2019) 　

親)における生活特性 　 　 　 　

の多角的検討：追跡 　 　 　 　

及び活動量調査 　 　 　 　

6.上手に減塩！賢く脂 単 2016年03月 第315回（公社）大 我々が普段食べ慣れている和食は、日本の食文化として伝承されて

質コントロール！食 　 07日 阪ハートクラブ市 きた食事である。米を主食に、山海の自然の食材である魚介類や大

事療法は楽しく美味 　 　 民健康講座 豆製品、野菜、海藻、種実、キノコが豊富に取り合されており、比

しく！ 　 　 　 較的低カロリー・低脂肪である。この和食を基本に、食塩を上手に

　 　 　 　 減らし、脂質を賢くコントロールすることで、降圧や、脂質異常症

　 　 　 　 の合併を防ぐ効果が期待できると考えられる。さらに、「正しいた

　 　 　 　 べかた」を実践し、外食する場合は、「害食」とならないように気

　 　 　 　 をつけることで、食事療法が楽しく美味しく継続できると考える。

7.食事療法は楽しく美 単 2015年11月 世界糖尿病デーイ 兵庫県世界糖尿病デー実行委員会（兵庫県糖尿病協会内）主催の講
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

１．学会ゲストスピーカー
味しくー糖尿病だか 　 15日 ン兵庫 演会「糖尿病、あなたは大丈夫ですかー今日から始める糖尿病対策

らできる食への気づ 　 　 　 ―」で企画された3部構成（病態：医師担当、運動療法：理学療法士

かいー 　 　 　 担当、食事療法：管理栄養士担当）の管理栄養士が担当する栄養食

　 　 　 　 事療養の話を、大学での研究成果と糖尿病療養指導経験を踏まえて

　 　 　 　 講演した。本講演会は世界糖尿病デーに合わせて開催されたもので

　 　 　 　 ある。

8.糖尿病食は健康食！ 単 2015年09月 第69回　成人病公 「生活習慣と成人病予防」をテーマにプログラムされた4演題の一つ

〜糖尿病だからできる 　 08日 開講座 として講演した。演者は、大阪府立成人病センターで糖尿病療養ス

食への気づかい〜 　 　 　 タッフの一員として「糖尿病教室実践編」を企画し運営に携わって

　 　 　 　 きた。その実績をもとに、献立の立て方や食べ方の工夫、さらには

　 　 　 　 満腹感、満足感を高める工夫など、食べる喜びを再想起し、糖尿病

　 　 　 　 だからできる食への気づかいについて、食を科学する立場からレク

　 　 　 　 チャーした。

9.2015クッキングセミ 単 2015年02月 一般社団法人全国 維持血液透析患者約60名を対象に、透析食の栄養食事指導と、2012

ナーin西宮 　 01日 腎臓病協議会・ 年度「バイエル・レシピコンテスト」(主催:バイエル薬品株式会

　 　 　 NPO法人兵庫県腎友 社)でグランプリを獲得した献立5点を調理指導した。

　 　 　 会・バイエル薬品 　

　 　 　 共催 　

10.成人病公開講座　合 単 2014年09月 （公益財団法人） メタボリックシンドロームは内臓脂肪蓄積を基盤とした、生活習慣

同研修会　 　 14日 大阪成人病予防協 病の重積状態であり、脳梗塞や心筋梗塞など心血管系疾患の著明な

　 　 　 会、（株）コミュ 増加をもたらす。ロコモティブシンドロームは運動器の障害によっ

　 　 　 ニティセンター共 て健康障害を起こす。どちらの場合も栄養問題が大きな位置を占め

　 　 　 催　＜第一部講演 ており、健康意識をもって科学する食というものの意味を理解し、

　 　 　 会＞「これからの 新たな観点から臨床医学と臨床栄養学が結びついた食事療養の重要

　 　 　 健康問題につい 性について講演した。

　 　 　 て」講師　木山昌 　

　 　 　 彦（大阪がん循環 　

　 　 　 器予防センター副 　

　 　 　 所長兼循環器予防 　

　 　 　 検診部長）、＜第 　

　 　 　 二部講演会＞「成 　

　 　 　 人病予防のお食事 　

　 　 　 〜生活習慣病を寄せ 　

　 　 　 つけず、若さを保 　

　 　 　 ち続けるために〜」 　

　 　 　 講師　福田也寸子 　

11.楽しく美味しく食べ 単 2013年8月4 特定非営利活動法 奈良県透析患者の患者会において、透析食食事療法のポイントやリ

て長生きできる透析 　 日 人奈良県腎友会女 ンを摂りすぎない工夫等について、透析食レシピコンテスト（製薬

食〜手軽で美味しい透 　 　 性患者の集い 会社主催）での準グランプリ・グランプリ受賞経験をもとに講演し

析食の工夫〜 　 　 　 た

12.第83回日本産業衛生 単 2010年05月 第83回日本産業衛 演題名「生活習慣病管理における行動変容の動機づけと支援－病院

学会ランチョン・セ 　 　 生学会 での経験と方法を職域に活かすヒント－」で講演した。大阪府立成

ミナー 　 　 　 人病センターにおける生活習慣病管理の特色はメディカルスタッフ

　 　 　 　 が全員参加し特にコメディカルが前面に出て支援する点にあり患者

　 　 　 　 自らの療養意欲を促しながら意識と行動の変容、生活習慣病管理の

　 　 　 　 継続性を支援していく。これまでに関わった具体例、生活背景など

　 　 　 　 社会的属性や性格が異なる3症例を紹介しその要点から職域での指導

　 　 　 　 にも活かせるポイントを述べた。

２．学会発表
1.食物アレルギーを持 共 2019年07月 第36回日本小児臨 畠山朝美、福田也寸子、西田京子、山口智裕、上野瑠美、九門順

つ児の母親自身にお 　 27日 床アレルギー学会 子、中野珠菜、釣永雄希、深澤陽平、重川　周、高岡有理、吉田之

ける原因食品摂取量 　 　 　 範、亀田　誠．2013〜2016年の1回目の食事調査時に児に卵禁止が

の変化の検討：特に 　 　 　 あった母親120人を対象に、2018年に2回目の食事調査を行い、母親

卵類摂取量に着目し 　 　 　 自身の卵類摂取量の変化をみた。卵禁止解除群では7.5g/1,000kcal

て 　 　 　 (1回目中央値：四分位5.3-14.5)から、14.7 g/1,000kcal (2回目中

　 　 　 　 央値：四分位10.7-22.2)へ有意(P=0.01)に増加し、卵禁止継続群に

　 　 　 　 おいても有意(P=0.017)に増加していたことから、経年により食物ア

　 　 　 　 レルギーへの認識がより適正化し、注意すべき食品の許容範囲がよ

　 　 　 　 り明確となり、これまで制限していた食品の摂取量が増加したと考
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

２．学会発表
　 　 　 　 えられた。

2.アレルギー疾患を持 共 2019年07月 第36回日本小児臨 福田也寸子、畠山朝美、西田京子、亀田　誠．食物アレルギー(FA)

つ児の母親における 　 27日 床アレルギー学会 あるいはアトピー性皮膚炎(AD)あるいは気管支喘息(BA)のどれかを

BMIと生活特性の関係 　 　 　 持つ児の母親69人(39.9(±4.2)歳)を対象に、母親のBMIに影響を与

の検討 　 　 　 える要因を検討するために、家庭環境・食事(食事パターンの抽

　 　 　 　 出)・生活活動量(3軸加速度計を用いた測定)について調査し重回帰

　 　 　 　 分析(ステップワイズ法)を行った。母親のBMI 低値には食事の偏よ

　 　 　 　 りと、食物アレルギーを持つ児の存在、及び長時間にわたる低・中

　 　 　 　 強度身体活動が関与している可能性が示された。

3.高齢2型糖尿病患者の 単 2019年03月 日本医療マネジメ 高齢2型糖尿病患者においては療養状況が良好である場合、患者の嗜

腎症発症予防に寄与 　 02日 ント学会 第12回大 好を受容し実効性の高い柔軟な対応が求められるが、野菜は適正量

する食事療法の検 　 　 阪支部学術大会 までの十分量の摂取を推奨し、果実類は適正量以内の摂取を指導す

討ー病学連携により 　 　 　 べきであることを病学連携の研究により成果を公表できた。病学連

エビデンスを構築し 　 　 　 携による医療チームマネジメントはエビデンスのある成果の提示が

栄養食事指導に活か 　 　 　 可能となり、栄養食事指導に活かすことで疾病予防管理のマネジメ

すー 　 　 　 ントに役立つ。

4.ワークショップ⑤： 単 2016年10月 第38回　日本臨床 高齢者糖尿病患者の栄養相談において、考慮すべき療養管理上の要

高齢糖尿病患者の栄 　 08日 栄養学会総会/第 点を、自験した提案・参加型の食事療養指導体制の糖尿病教育用ク

養管理高齢糖尿病患 　 　 37回日本臨床総会 リニカルパス下で、どの程度の病態介入が可能な食事療養ができる

者の栄養相談 ー高 　 　 （第14回大連合大 かについて、実証例データから現状を分析し、検証した研究成果に

齢者の栄養相談に求 　 　 会） ついて提言した。

められる 要素の検証 　 　 　 　

と提案ー 　 　 　 　

5.食生活の満足度を低 単 2016年07月 高尿酸血症・メタ 【目的】MetSを有する可能性がある高齢2型糖尿病患者において食生

下させない工夫で病 　 30日 ボリックシンド 活の満足度を低下させない環境下で、どの程度の病態介入が可能な

態管理を実践する食 　 　 ロームリサーチ 食事療養が実践できるかについて分析する【方法】過去に糖尿病療

事療養アプローチ： 　 　 フォーラム　第12 養指導を受講した58名を対象に食事調査を実施【結果】BMIとTG

メタボリックシンド 　 　 回研究集会 （127±74㎎/dL、r=0.32、p=0.0134）、及びLDL-C/HDL-C（2.1±0.

ロームの場合 　 　 　 8、r=0.29、p=0.0291）の間に有意な正の相関、脂質%E（29.1±5.1

　 　 　 　 %、r=-0.32、p=0.0380）の間に有意な負の相関関係がみられた。

　 　 　 　 【考察】BMIの増加が血清脂質管理の悪化を招く潜在性が示された

　 　 　 　 【結論】血糖及び血清脂質管理のために、%Eの基準内で、低脂質食

　 　 　 　 となるように配慮し、自己管理の継続を促すことが重要である

6.食物アレルギー児を 共 2016年07月 第33回日本小児難 【目的】FA児の育児が母親の栄養素等の摂取状況やQOLに与える影響

持つ母親自身の栄養 　 16日 治喘息・アレル について2年後調査から分析する【方法】2013・2015年に食意識や

素等の摂取状況と 　 　 ギー疾患学会 QOL、食事調査に回答が得られた31名（平均40±4.6歳）を対象に両

QOLに関する検討：2 　 　 　 年間で比較する【結果】食意識の設問2項目/14項目に有意な低下、

年後追跡調査結果か 　 　 　 他の設問に差は無く、QOLは三大原因食品数が2年前と比べて変化な

らの分析 　 　 　 し又は減少したFA児の母親27名は有意に改善、増加したFA児の母親

　 　 　 　 3名は悪化傾向にあった【考察】FA児の母親は時間が経過しても食に

　 　 　 　 関する関心度は高く、QOLはFA児の除去食品数並びに除去食対応に係

　 　 　 　 る生活に影響を受けていることが示唆された

7.高齢2型糖尿病患者に 共 2016年05月 第59回日本糖尿病 【目的】高齢2型糖尿病患者の食事内容の現状を再評価し高齢者療養

おける食事療養内容 　 21日 学会年次学術集会 指導に求められる要点を明確にする【方法】大阪府立成人病セン

の現状分析：栄養組 　 　 　 ター通院中の2型糖尿病患者66名（69.7±7.9歳）を対象に栄養素等

成比率からの評価 　 　 　 摂取状況と血液検査値の関係性を検討した【結果】栄養組成比率は

　 　 　 　 治療GLで示される基準値内であり、炭水化物量とたんぱく質・脂

　 　 　 　 質・アルコール量に有意な負の相関がみられ（全てp0.01）、副食

　 　 　 　 やアルコール量の摂取増は炭水化物を減じる形で調整されていた。

　 　 　 　 【考察】血糖管理不良例はなかったことから年齢・罹病期間等を勘

　 　 　 　 案して指示単位・栄養組成比率内で、どの程度の自由度の食品選択

　 　 　 　 が可能かを指導することが要点である。

8.病学連携で取り組む 共 2015年06月 第32回日本小児難 アレルギー専門病院と管理栄養士養成大学が連携して食物アレル

食物アレルギー教室 　 21日 治喘息・アレル ギー（FA）教室を開催している。FA教室は年6回、13時30分〜16時で

の試み 　 　 ギー疾患学会　一 開講し、除去（代替）食の調理実習と試食会、医師他医療職を交え

　 　 　 般演題 た座談会、大学側の管理栄養士らが担当する食育等のスケジュール

　 　 　 　 で行っている。食育では毎回保護者の興味をひく体験型の媒体を活

　 　 　 　 用して保護者の食育力の向上を目指している。

9.食物アレルギー児を 共 2015年06月 第32回日本小児難 食物アレルギー児を持つ母親55名（FA群）と食物アレルギーを持た

9



研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

２．学会発表
持つ母親自身の栄養 　 20日 治喘息・アレル ない児を持つ母親47名（N群）の間で栄養素等摂取状況とQOLに関す

素等の摂取状況と 　 　 ギー疾患学会　ミ る比較を行った。両群間で栄養素等摂取状況に差はなかったが、FA

QOLに関する検討 　 　 ニシンポジウム 群内で横断的に分析したところ児が卵・乳・小麦の三大原因食品を

　 　 　 　 複合して有する場合、その母親のBMIが低く、代替食の使用が多い等

　 　 　 　 調理に手間をかけている母親ほどそのQOLは低かった。母親の心的負

　 　 　 　 担を軽減させ除去食療法を行う上でも児の食育を支援する必要性が

　 　 　 　 示唆された。

10.食物アレルギー児に 共 2015年01月 第18回日本病態栄 福田也寸子、高木絢加、西田京子、高岡有理、亀田　誠　アレル

おける身体発育なら 　 　 養学会年次学術総 ギー専門病院小児科に通院する3〜12歳の食物アレルギーをもつ児

びに栄養素摂取状況 　 　 会 101名(FA群、7.4±2.4歳）と食物アレルギーをもたない児47名（N

の検討＜学会長賞受 　 　 　 群、7.2±2.6歳）を対象に、痩せ・肥満とエネルギー充足率（以下

賞＞　 　 　 　 E充足率）の関係を検討したところ、FA群では定型発育が確認された

　 　 　 　 が、除去期間・年齢とE充足率の間には、FA・E充足率 100%未満群に

　 　 　 　 おいて負の相関がみられ（r=－0.57、p0.01）、FA群の痩せ3名

　 　 　 　 （9.0±2.0歳）は代替食未使用であったことより、代替食の成否が

　 　 　 　 関与している可能性が示された。

11.糖尿病患者の食習慣 共 2013年11月 第50回日本糖尿病 福田也寸子他8名：2型糖尿病患者の食生活の改善には長期に亘って

改善に長期介入する 　 23日 学会近畿地方会 反復・継続して実施する強化療養指導は有効である。また6ヵ月後ま

場合の栄養支援の工 　 　 　 で体重減少を維持できた患者では以後も継続して臨床データが改善

夫への取り組み：第 　 　 　 することが示された。特に今回好ましい体重変化を与える因子とし

3報 　 　 　 て嗜好品摂取指導が関与し得ることが示唆された。従って初期の段

　 　 　 　 階で食習慣の偏りを評価・診断しこれを療養指導に役立てるととも

　 　 　 　 に嗜好品への配慮は常に必要であることが判明した

12.栄養指導システム 共 2011年10月 第33回日本臨床栄 福田也寸子，山下洋司，中本博幸，中島　弘，冨田晃司，山崎知行

「EBNmate」によるラ 　 　 養学会総会

イフスタイル解析の 　 　 　 詳細な食事記録情報提供の協力が得られた2型糖尿病患者14名におけ

基礎的検討2 　 　 　 る食習慣の行動変容を栄養指導システム「EBNmate」を用いて、ライ

　 　 　 　 フスタイル解析項目の数値の変化として評価した

13.糖尿病とつきあうー 単 2011年06月 第52回成人病公開 糖尿病の食事療法について、インスリンが発見されるまでの食事療

よりよい療養を目指 　 　 講座 法と現在の食事療法の概要を説明し、これからの食事療法の提言を

してー 　 　 　 講演した

14.術後の血糖管理に 共 2010年11月 第47回日本糖尿病 福田也寸子，向井美紀，並川あい，冨田晃司，栗原宏子，中島　

カーボカウント法を 　 　 学会近畿地方会 弘，山崎知行

部分適用した膵癌合 　 　 　 膵癌術後糖尿病患者の食事管理の補助にカーボカウント法（CC）を

併糖尿病患者の一例 　 　 　 導入した72歳男性の症例報告．術後の体重減少に対して患者自身の

　 　 　 　 自発的意思を取り入れ1日3回の食事に数回の補食を追加し補食分の

　 　 　 　 血糖管理にCCを導入した.CC導入後は補食に甘味嗜好品を安心して摂

　 　 　 　 るようになり従前の我慢というストレスが軽減され血糖管理への意

　 　 　 　 欲が維持された．

　 　 　 　 CCの部分的導入が患者QOL及び満足度の向上に寄与しうることが示さ

　 　 　 　 れた

15.糖尿病患者の食生活 共 2009年11月 第46回日本糖尿病 並川あい，福田也寸子，冨田晃司，栗原宏子，中島　弘，山崎知行

習慣改善に長期介入 　 　 学会近畿地方会

する場合の栄養指導 　 　 　 糖尿病患者の血管合併症予防目的で生活習慣の改善に取り組む強化

資料の工夫への取り 　 　 　 療法指導の成果の検証．強化療養指導3ヶ月後の報告に続き，6ヵ月

組み：第2報（一般） 　 　 　 後の血糖管理指標や身体計測値，患者意思（VASスケール質問）を調

　 　 　 　 べた．結果は強化群の方が非強化群よりも，HbA1c値・体重減少率は

　 　 　 　 有意に減少し，食事療法に対する意識は有意に高まった．継続的強

　 　 　 　 化療養指導は生活習慣改善への持続的行動変容とそれに基づく治療

　 　 　 　 効果の向上に貢献している．

16.食事療法の規律と寛 共 2009年11月 第46回日本糖尿病 福田也寸子，並川あい，冨田晃司，中島　弘，山崎知行

容：糖尿病食の献立 　 　 学会近畿地方会 糖尿病食に選択性の特別食を提供した場合の患者満足度と治療効果

選択性導入による患 　 　 　 の検討．昨年度入院食にバリエーションを持たせた特別糖尿病食

者QOLの向上と治療効 　 　 　 を，選択した患者に対し満足度，療養中のHbA1c値を通常糖尿病食摂

果の検討（一般） 　 　 　 取の患者群と比べた．選択率は常食患者よりも有意に高く，満足度

　 　 　 　 も同程度以上，療養中HbA1c値は通常糖尿病食摂取患者群よりも有意

　 　 　 　 に改善．選択性糖尿病食の効果は患者QOLの向上に加え，治療効果改

　 　 　 　 善への期待が示唆された．

17.体験実食型糖尿病教 共 2009年05月 第52回日本糖尿病 福田也寸子，長谷川恭一，冨田晃司，中島　弘，山崎知行
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室への継続参加が及 　 　 学会年次学術集会 基礎的な糖尿病療養知識を習得後の患者に体験実食型の糖尿病教室

ぼす長期効果の検証 　 　 　 実践編を提供している．参加頻度別に長期効果をみる． 5年後の

（ポスター） 　 　 　 HbA1c値は，2001年以降5年間に8回以上参加した8名・頻回群の方が

　 　 　 　 7回以下参加の12名・非頻回群よりも有意に低かった．継続参加は長

　 　 　 　 期血糖管理に効果があった．これは体験型学習の反復が自己管理や

　 　 　 　 療養意欲の向上につながり患者自身の療養生活の形成に役立った結

　 　 　 　 果である事が示唆された．

18.がん患者の傍にいる 共 2009年01月 第12回日本病態栄 福田也寸子，青木厚子，冨田晃司，中島　弘，山崎知行，矢野雅彦

管理栄養士像を目指 　 　 養学会年次学術集

して：NSTを発展させ 　 　 会 管理栄養士が担う癌ケア栄養サポートのあり方をNST活動の成果をも

たがんケア栄養サ 　 　 　 とに提案する．「放射線化学療法食等の改善」，「嚥下訓練食の標

ポートの考え方につ 　 　 　 準化」，「NSTフーズの開発」，「選択性特別食の保険外での提供」

いて（シンポジウ 　 　 　 等は，管理栄養士が患者に近いところに存在して多職種とのチーム

ム） 　 　 　 協働作業の過程で得てきたものであり，癌患者との対話を通した栄

　 　 　 　 養支援の中で一緒に癌と向き合っている自分を見出す事ができれ

　 　 　 　 ば，医療従事者としての自覚も高まる．

19.体験実食型糖尿病教 共 2008年11月 第45回日本糖尿病 福田也寸子，並川あい，笹隈富治子，中村幸子，長谷川恭一，冨田

室への継続参加が及 　 　 学会近畿地方会 晃司，中島　弘，山崎知行

ぼす短期長期効果の 　 　 　 糖尿病教室基礎編（以下基礎編）と基礎編修了者を対象とした糖尿

検証（一般） 　 　 　 病教室実践編（以下実践編）への参加効果を3・6ヵ月後，3年後の

　 　 　 　 HbA1c値で検討したところ、3・6ヵ月後値は基礎編のみ参加群よりも

　 　 　 　 実践編にも参加した群の方が有意に低く，3年後値は実践編へ継続参

　 　 　 　 加している患者群の方が有意に低かった．実践編への継続参加は長

　 　 　 　 期血糖管理に効果があり，患者自身の療養意欲の向上につながる可

　 　 　 　 能性が示された．

20.低カロリースポーツ 共 2008年11月 第45回日本糖尿病 並川あい，福田也寸子，宮道比佐子，井戸田　篤，長谷川恭一，冨

飲料の摂取が血糖値 　 　 学会近畿地方会 田晃司，中島　弘，山崎知行

に与える影響（一 　 　 　 糖尿病患者において，低カロリースポーツ飲料A（0.19kcal/ml）及

般） 　 　 　 びB（0kcal/ml）が、どの程度血糖値やIRI値に影響を与えるかを検

　 　 　 　 討するために先ず健康対象者5名で調査する．A飲料摂取後の血糖値

　 　 　 　 及びIRI値は摂取前より有意に上昇したが，B飲料摂取前後では両検

　 　 　 　 査値に差はなかった．スポーツ飲料に表記された低カロリーの標示

　 　 　 　 をどう受容するかについて療養指導時に注意が必要と考えられた．

21.がん専門病院におけ 共 2008年01月 第11回日本病態栄 福田也寸子，並川あい，奥村友香，笹隈富治子，吉岡知美，青木厚

るNST活動（第一報） 　 　 養学会年次学術集 子，下辻恒久，冨田晃司，中島　弘，山崎知行，矢野雅彦

（一般） 　 　 会 治療後がん患者の健康寿命延長やQOL改善に栄養支援は重要である．

　 　 　 　 当院のNST活動が実稼働するまでの経緯について報告する．準備期：

　 　 　 　 2003年度の院内将来構想委員会で発起後，2004年度に準備委員会が

　 　 　 　 発足．稼動初期：2005年度に運営部会を設置，運用病棟で始動，マ

　 　 　 　 ニュアルを作成した．実動期：2006年度より栄養管理計画書記入時

　 　 　 　 に栄養問題が抽出されるよう工夫し，院内栄養管理体制の下，全科

　 　 　 　 型で稼働した．

22.糖尿病患者の食生活 共 2007年11月 第44回日本糖尿病 福田也寸子，並川あい，竹山公美子，井上奈美，奥村友香，長谷川

習慣改善に長期介入 　 　 学会近畿地方会 恭一，冨田晃司，山崎知行

する場合の栄養指導 　 　 　 担癌糖尿病患者の療養支援をチーム医療で行う当院で，血管合併症

資料の工夫への取り 　 　 　 予防のために長期介入する患者への指導用資料を糖尿病教室実践編

組み:第1報（一般） 　 　 　 （実践編）での成果を基に考案．脂質・コレステロール・塩分摂取

　 　 　 　 量厳守のために摂取頻度や内容等を具体的に示したほか、自己管理

　 　 　 　 意欲の継続のために自己点検表等を作成．6ヵ月後のHbA1c値の検証

　 　 　 　 で療養意欲の継続が確認できた．行動変容を促す指導資料作成に実

　 　 　 　 践編での経験の活用は有効であった．

23.がん診療支援専門型 共 2007年09月 第17回近畿輸液・ 福田也寸子，並川あい，奥村友香，笹隈富治子，森川圭子，吉岡知

NST活動における栄養 　 　 栄養研究会 美，鳥越綾子，青木厚子，下辻恒久，東野晃治，高地　耕，井岡達

管理部門の役割と食 　 　 　 也，冨田晃司，中　紀文，山崎知行，矢野雅彦

事療養支援からの工 　 　 　 癌の集学的治療を行う当院では、手術・化学療法・放射線等の治療

夫の実際（主題） 　 　 　 に伴う栄養問題が生じる例が多く，院内栄養管理網を構築しNSTが稼

　 　 　 　 働している．栄養管理室はNST介入必要症例の抽出を容易にするよう

　 　 　 　 入院時栄養管理計画書の様式を検討し，事務局を担当．食事栄養支

　 　 　 　 援では，既製の栄養補助食品と組み合わせて独自の「NSTフーズ」を
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　 　 　 　 調製して提供．多様なニーズに対応する為，易経口摂取や摂取量向

　 　 　 　 上のための工夫が課題である．

24.チーム医療でがんに 共 2007年09月 第1回関西がんチー 福田也寸子，並川あい，奥村友香，笹隈富治子，森川圭子，鳥越綾

のぞむNST活動（一 　 　 ム医療研究会 子，吉岡知美，青木厚子，下辻恒久，冨田晃司，山崎知行，矢野雅

般） 　 　 　 彦，飯石浩康

　 　 　 　 当院の特徴は集学的治療に伴う免疫力の低下から下痢や発熱，食事

　 　 　 　 摂取不能，頭頸部・食道癌の術後で嚥下障害を呈する例が多い．

　 　 　 　 NSTは栄養管理計画書を栄養スクリーニングシートとして機能させ，

　 　 　 　 褥瘡・NSTリンクナース併任制の構築と併せた院内栄養管理体制を敷

　 　 　 　 き活動．がん専門病院において多職種協働で行うNST活動が稼動し、

　 　 　 　 アウトカムを導くにはNSTの理念が各スタッフに理解され，部門を越

　 　 　 　 えた協力体制が必要である．

25.メタボリックシンド 共 2006年11月 第43回日本糖尿病 福田也寸子，竹山公美子，井上奈美，淡田修久，長谷川恭一，山崎

ロームに対する療養 　 　 学会近畿地方会 知行，中島　弘

指導に糖尿病療養支 　 　 　 癌専門病院の当院では担癌糖尿病患者に合併する糖尿病の療養支援

援チームの果たし得 　 　 　 にボーダレスなチーム医療を構築実践し，そこから生まれたNST活動

る役割（ショート口 　 　 　 について昨年のシンポジウムで報告．これらの実績から臨床栄養活

演とポスター） 　 　 　 動の発展に歯の健康やカーボカウント（CC）の導入効果，メタボ

　 　 　 　 リックシンドローム（MetS）患者の栄養管理について検討．インス

　 　 　 　 リン療法者ではCCの活用が有効，MetS例では脂質代謝の問題が主に

　 　 　 　 関係することが示された．

26.がん治療中糖尿病患 共 2006年11月 第43回日本糖尿病 井上奈美，福田也寸子，竹山公美子，中村幸子，山崎知行，中島　

者の歯の健康が血糖 　 　 学会近畿地方会 弘

管理や栄養状態に及 　 　 　 歯の健康状態が血糖管理や全身の栄養状態に与える影響について，

ぼす影響について 　 　 　 がん専門病院の当院へ入院する患者を対象に実態調査した．糖尿病

（ショート口演とポ 　 　 　 合併群は非合併群よりも，義歯・欠損歯・う歯等を有する程度が有

スター） 　 　 　 意に高かった．糖尿病患者では血糖の上昇に伴い，歯の健康が悪化

　 　 　 　 し，義歯・欠損歯・う歯に至っている可能性が考えられ，さらに癌

　 　 　 　 治療中の糖尿病患者においては歯の健康の良否が血糖管理や全身状

　 　 　 　 態へ及ぼす影響が大きいと考えられた．

27.がん治療中の糖尿病 共 2006年11月 第43回日本糖尿病 竹山公美子，福田也寸子，井上奈美，松本　都，金星正美，笹隈富

患者における食事栄 　 　 学会近畿地方会 治子，山崎知行，中島　弘

養組成に基づく血糖 　 　 　 食事栄養組成に基づいた食後血糖値の予測方法について検討．体験

管理方法の検討（口 　 　 　 実食型糖尿病教室（実践編）参加の食事療法のみの患者を対象に実

演） 　 　 　 践編で昼食として提供した糖尿病食（お弁当）をカーボカウント

　 　 　 　 （CC）の考え方を利用して食後2時間予測血糖値とお弁当摂取後1時

　 　 　 　 間血糖値との関係をみたところ，有意な正の相関が認められた．CC

　 　 　 　 を用いて予測した食後血糖は，臨床的に有効な値を示し糖尿病治療

　 　 　 　 において参照できるものと考えられた．

28.NSTにおけるコメディ 共 2006年09月 第16回近畿輸液・ 笹隈富治子，福田也寸子，竹山公美子，重浦万理，森川圭子，吉岡

カルの役割ー臨床検 　 　 栄養研究会 知美，青木厚子，松田郁世，井戸田　篤，永井　博，松永　隆，山

査技師の役割（主 　 　 　 崎知行，矢野雅彦，中島　弘

題） 　 　 　 当院での全科にわたるNST活動は2005年度から開始．診療側に栄養支

　 　 　 　 援の意義が浸透していない当初の段階では介入依頼も少なく，臨床

　 　 　 　 検査技師が日常業務として扱う血清Alb値等のデータを元に栄養問題

　 　 　 　 症例を抽出した．栄養管理計画書を栄養評価のスクリーニングシー

　 　 　 　 トに援用することで活動の拡大が期待される．今後は検査データの

　 　 　 　 抽出業務に留まらず，情報発信など，チームの一員としての積極的

　 　 　 　 な役割を果たす必要性がある．

29.がん専門病院での栄 共 2006年09月 第16回近畿輸液・ 福田也寸子,竹山公美子,笹隈富治子,重浦万理,森川圭子,吉岡知美,

養管理計画実施にお 　 　 栄養研究会 青木厚子,松田郁世,山崎知行,矢野雅彦,中島　弘,飯石浩康,淡田修

ける工夫と問題点 　 　 　 久,石川　治

（主題） 　 　 　 臨床栄養管理網として策定した栄養管理計画書の工夫と問題点につ

　 　 　 　 いて報告.癌診療を支援する機能を持たせるため,導入や様式につい

　 　 　 　 ては幹部会議等で審議された.本計画書記入時にNST介入の必要性等

　 　 　 　 の問題点が容易に抽出されるよう工夫し,項目別に該当チェックボッ

　 　 　 　 クスに印を入れる方式を採用し全入院患者を対象とした.今後はNST

　 　 　 　 介入依頼へつなげるモチベーションの継続を図り、NST活動に貢献す

　 　 　 　 る運用確立が必要.
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研究業績等に関する事項
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又は学会等の名称 概要

２．学会発表
30.循環器疾患病棟にお 共 2005年11月 第42回日本糖尿病 山本千恵,福田也寸子,竹山公美子,竹内充代,山崎知行,淡田修久,中

ける耐糖能異常がみ 　 　 学会近畿地方会 島　弘

られる患者への栄養 　 　 　 当院で糖尿病食オーダーが増加している現状を循環器疾患病棟で実

サポート効果（一 　 　 　 施中の栄養教室の意義とともに、この教室への参加後,継続指導を

般） 　 　 　 行ったメタボリックシンドロームを有する症例（MetS（＋））で検

　 　 　 　 証.糖尿病療養のノウハウを盛り込んだ内容で指導した結果,冠動脈

　 　 　 　 の再狭窄や再イベントが抑制できた.MetS（＋）の循環器疾患患者の

　 　 　 　 再発予防には生活習慣改善の介入が重要で,療養指導士のハイリスク

　 　 　 　 症例へのアプローチは意義がある.

31.メタボリックシンド 共 2005年11月 第42回日本糖尿病 竹山公美子,福田也寸子,山本千恵,竹内充代,山崎知行,中島　弘

ロームがみられる糖 　 　 学会近畿地方会 メタボリックシンドローム（MetS）を有する患者の糖代謝を中心と

尿病患者への療養指 　 　 　 して病像について検討.当院糖尿病教室実践編参加患者を対象に

導上の課題に対する 　 　 　 MetS診断基準で二群化後,提供した糖尿病食（検査食）摂取前後の血

一考察（一般） 　 　 　 糖上昇の変化を分析.結果,MetS有無群間には肥満（内臓脂肪蓄

　 　 　 　 積）・インスリン抵抗性の問題が関与するため,MetS（＋）例では血

　 　 　 　 糖制御だけでなく動脈硬化疾患発生予防も視野に入れた栄養組成を

　 　 　 　 加味すべきことが示された.

32.外来糖尿病看護相 共 2005年11月 第42回日本糖尿病 松本　都,中村幸子,早崎美知,大谷良子,田口賀子,前田恵美子,福田

談・第2報：思考類型 　 　 学会近畿地方会 也寸子,長谷川恭一,山崎知行,中島　弘

が自己管理効果に及 　 　 　 当院で実施中の外来看護相談の効果と指導に及ぼす思考の影響を明

ぼす影響（一般） 　 　 　 らかにするため看護相談を行った患者を対象としてHbA1c値が改善

　 　 　 　 （7％未満又は0.5％以上改善した場合）,悪化,変化なし群に群別し

　 　 　 　 思考の影響を分析した.結果,改善群ではポジティブ思考の傾向があ

　 　 　 　 り,悪化・変化なし群では非機能的な自動思考の傾向がみられた.患

　 　 　 　 者の思考パターンは自己管理効果に影響し,それは行動変容を介した

　 　 　 　 ものだと思われる.

33.担がん糖尿病患者に 共 2005年11月 第42回日本糖尿病 笹隈富治子,宮道比佐子,大西正信,永井　博,福田也寸子,山﨑知行,

おける食後2時間血糖 　 　 学会近畿地方会 中島　弘

測定の意義（一般） 　 　 　 食後血糖反応が血糖管理指標に有用であるかの検討.非インスリン療

　 　 　 　 法の担がん糖尿病患者のHbA1c値と空腹時・食後2時間血糖値（FPG,

　 　 　 　 PPG）を測定し,血糖和PG（FPG＋PPG）を求めた.1か月後のHbA1c値

　 　 　 　 と血糖指標の相関はPG,FPG,PPGの順に良好.担がん患者では度々赤

　 　 　 　 血球寿命の短縮が認められHbA1c値の解釈に注意が必要であるが,食

　 　 　 　 後血糖反応,特にPGは血糖管理状態の判定に有用.

34.がん専門病院のNST立 共 2005年11月 第42回日本糖尿病 福田也寸子,竹内充代,北島恵子,笹隈富治子,松本　都,金星正美,白

ち上げに糖尿病療養 　 　 学会近畿地方会 石由美,太田直美,山崎知行,中島　弘

指導士が果たす役割 　 　 　 CDEが中心となる糖尿病療養支援（閉じた輪のシステム）体制をNST

（シンポジウム） 　 　 　 立ち上げに活用.蓄積したノウハウをプロトコール化し,NST特有の問

　 　 　 　 題解決手法を加味して実例に当る.これまでの実績から異職種間の相

　 　 　 　 互補完機能と問題点の共通認識があり全人的支援体制が得られた.準

　 　 　 　 備期間を経て当院NSTは実働化した.糖尿病療養指導支援をボーダレ

　 　 　 　 スなチーム医療として実践する環境があれば組織横断的なNST構築に

　 　 　 　 貢献することが示された.

35.がん専門病院におけ 共 2005年10月 第15回近畿輸液・ 福田也寸子,矢野雅彦,青木厚子,松本　都,重浦万理,竹内充代,笹隈

るNSTの現状と問題点 　 　 栄養研究会 富治子,北島恵子,山崎知行,淡田修久,石川　治,中島　弘

（主題） 　 　 　 癌専門病院におけるNST立ち上げまでの活動から現状と問題点を探

　 　 　 　 る.2003年度院内将来構想委員会でのNST立ち上げ決定後,準備委員会

　 　 　 　 発足,仮チーム組織化し報告会を通じて院内への啓蒙活動を実施.結

　 　 　 　 果,消化器外科（食道癌）,耳鼻咽喉科（頭頸部癌）にニーズが高い

　 　 　 　 事,医療者間にNSTに対して温度差がある事が確認できた.準備委員会

　 　 　 　 活動はNSTの共通認識が薄かった癌専門病院において機運を高める事

　 　 　 　 に役立った.

36.栄養部門における情 共 2005年10月 第55回日本病院学 福田也寸子,竹内充代,竹山公美子,山本千恵,中島　弘,淡田修久,石

報提供と安全管理の 　 　 会 川　治,竜田正晴,今岡真義

ためのボーダレス 　 　 　 当院を例に栄養部門が果たす安全管理面での役割を報告.通常の給食

化ー信頼される栄養 　 　 　 業務に加えて臨床栄養活動がボーダレスな環境で実施.食事療養委員

管理室の構築を目指 　 　 　 会（委員長は診療局長）が各部門から構成.インシデント対策等は栄

してー（主題） 　 　 　 養担当医の助言指導が適時適切に得られている.衛生管理では細菌学

　 　 　 　 的汚染の有無をルーチンの拭き取り検査で確認.業務委託を基本に少
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　 　 　 　 数の常勤職員で構成された部門が機能を発揮するにはオープンな組

　 　 　 　 織として有機総合的な管理が重要.

３．総説
1.健康を考えた冷凍弁 単 2023年1月 食品と科学社（東 健康寿命の延伸に向け、認知症や生活習慣病に罹患するリスクを低

当の開発：認知症対 　 　 京） 減するために、管理栄養士・栄養士を目指す学生と地元の冷凍弁当

策を視野に入れた生 　 　 　 製造会社が共同で取り組んだ、健康を考えた冷凍弁当開発の経緯に

活習慣病の予防に向 　 　 　 ついて執筆した。

けて産学連携で取り 　 　 　 　

組む 　 　 　 　

2.日本糖尿病協会機関 単 2022年5月 公益社団法人　日 高齢糖尿病患者における食事によるフレイル対策について、主に摂

紙『糖尿病療養指導 　 　 本糖尿病協会 取エネルギーや栄養素の観点から解説した。

のための DM 　 　 　 　

Ensemble』 　 　 　 　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.雑誌「Nutrition 共 2013年12月 株式会社メディカ 臨床栄養の現場では検査や観察による栄養アセスメントの方法論が

Care」編集同人への 　 　 出版 Nutrition エビデンスとともに確立しつつあり、このアセスメントをどのよう

参画 　 　 Care誌 に栄養ケアに生かして個々の患者に対応していくかなど様々な患者

　 　 　 　 へのアプローチの試行錯誤やエビデンスの蓄積が行われている。本

　 　 　 　 誌は臨床の栄養士向けの専門誌であり、これらの試みを共有するこ

　 　 　 　 とは本学における教育研究に有用であるので編集同人への参画依頼

　 　 　 　 を受諾し参画することとした。

６．研究費の取得状況
1.2017(平成29)年度 科 単 2017年04月 食物アレルギー児 食物アレルギー児(FA児)を持つ母親(FA母親)はそうでない母親と比

研費基盤研究C 　 　 をもつ家族（主に べ、摂取カロリー量に差がないものの、FA児が三大原因食品を複合

　 　 　 母親）の生活特性 して持つ程、FA母親自身のBMI低値・痩せがみられたことから、食習

　 　 　 の多角的検討：追 慣や生活活動量の面から多角的に検討し、生活特性についての特徴

　 　 　 跡及び活動量調査 分析と2013年に登録した、卵アレルギーを必ず持つ児（FA児）の母

　 　 　 　 親（FA母親）55名の経年変化について追跡調査するものである。

2.食物アレルギー児を 　 2012年05月 武庫川学院科研費 2012年5月から武庫川学院科研費学内助成金を受けて食物アレルギー

持つ母親の食育力を 　 から 学内助成金 児及び食物アレルギー児を養育する母親の生活特性に関する研究を

高める教育法の最適 　 　 　 実施している。武庫川学院科研費学内助成金は2014年、2016年も取

化の研究 　 　 　 得している。

3.メタボリックシンド 　 2008年12月 （公財）大阪成人 メタボリックシンドロームを有する糖尿病患者における循環器疾患

ロームを有する糖尿 　 　 病予防協会 対策を視野に入れた食事療法を糖尿病教室実践編で提供する糖尿病

病患者における循環 　 　 　 食（試験食）と食後血糖上昇量との関係を分析し、合併症予防を目

器疾患対策を視野に 　 　 　 的とする食事内容の考え方を提言した。

入れた食事療法の考 　 　 　 　

え方への提言 　 　 　 　

4.がん専門病院への 　 2008年12月 （公財）大阪成人 がんの高度専門病院でのNST組織化について言及した。

NST （Nutrition 　 　 病予防協会 　

Support Team）の提 　 　 　 　

言：集学的治療への 　 　 　 　

貢献を目指してチー 　 　 　 　

ム医療で取り組む 　 　 　 　

5.担がん患者の栄養改 　 2007年11月 （公財）大阪成人 Nutritional Scientistとして、「メタボリック症候群を有する糖尿

善に貢献する入院時 　 　 病予防協会 病患者に対する食事療法」、がん患者に対する「放射線化学療法食

食事療養の検討 　 　 　 の改善」「嚥下訓練食の標準化」「NSTフーズの開発」「選択制特別

　 　 　 　 食の保険外での提供」等を行ってきた。

6.成人病センター院内 　 2006年11月 （公財）大阪成人 縦割り構造のはっきりとした高度専門病院でのNST組織化を進展させ

NSTセミナー開催につ 　 　 病予防協会 るための工夫策の一つとして院内においてNSTセミナーを開催した。

いての研究 　 　 　 　

7.消化器領域における 　 2005年11月 （公財）大阪成人 2004年5月に既存の糖尿病療養指導環境を母体にコアメンバーの一人

成人腫瘍性疾患に対 　 　 病予防協会 としてNST（Nutrition Support Team）を稼働させた。NST運営部会

するNST（Nutrition 　 　 　 を設置し、消化器外科医が代表のチームを編成し,消化器外科と耳鼻

Support Team）活動 　 　 　 咽喉科病棟を運用病棟にして初期活動を行った。

報告の検証 　 　 　 　

8.高齢患者の体験実食 　 2004年11月 （公財）大阪成人 体験実食型糖尿病教室参加の2型糖尿病患者対象。参加と糖尿病食の
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

６．研究費の取得状況
型糖尿病教室参加が 　 　 病予防協会 栄養組成がもたらす糖代謝改善効果について検証。

もたらす効果の研究 　 　 　 　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2018年10月21日 NPO法人兵庫県腎友会第18回大会in西宮における学生とのボランティア活動

2.2017年08月から2017年09月 地域商工業との交流活動；和食かごの屋（KRフードサービス）とのコラボレーション（秋の実りデザー

　 ト）

3.2013年10月6日 NPO法人兵庫県腎友会第13回大会in西宮における学生とのボランティア活動

4.2015年05月から開始し現在まで毎 地域商工業との交流活動；大丸デパートとのコラボレーション（新緑の季節のご馳走フェア）

年継続して実施している。 　

5.2014年5月から開始し現在まで毎
年

ドナルド・マクドナルド・ハウスにおけるミールサービスのボランティア活動にゼミ学生とともに参加

継続して実施している。 　

6.2012年04月から2012年11月現在 日本肥満学会

7.2010年10月から2012年11月現在 日本臨床栄養学会

8.2010年04月から2012年11月現在 日本栄養改善学会

9.2008年04月から2012年11月現在 日本糖尿病学会

10.2001年04月から2012年11月現在 日本病態栄養学会　評議員
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